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１．はじめに
　日本語教育において音声教育、とりわけアクセント指導の重要性が叫ばれて久しい。目下、外
国人日本語学習者（以下、学習者）に対するアクセント教育の実践は、多くの問題点を抱えなが
らも、着実に進んでいるものと思われる。また、アクセント関係の指導・学習用資料も充実しつ
つある。このような背景のもと、高低から下がり目へという日本語のアクセント観がパラダイム
シフトする動きは注目に値する。この動きは今後のアクセント教育にも大きな影響を与えるもの
と予測される。2016年に『ＮＨＫ日本語発音アクセント辞典』の改訂版が刊行されたことも特筆
すべき出来事である。しかし、アクセント教育に関しては依然として多くの問題点が残されてお
り、大いに改善していく余地があることも事実である。
　これまでのアクセント教育については日本語を指導する側からの論究がほとんどであり、日本
語学習者による自らの経験を踏まえた上での論考がほぼ皆無であった。こうした現状に鑑みて、
本稿では、日本語学習経験者である筆者による十数年の〈学習メモ〉を手掛かりに、中国語を母
語とする学習者の視点から、今後の日本語のアクセント学習において重要となるものについて私
見を述べさせて頂きたい。
２．〈学習メモ〉とアクセントの箇所について
　本稿で用いる〈学習メモ〉は、筆者が来日した2003～2014年の間に記録した学習メモのことで
ある。日々接する日本語母語話者の知人、テレビ等様々な媒体を通して受けたインプットの中で、
気になった表現・語彙が記されている。その内容は大きく「文法」「文法意識」「語彙」の三つに
分けられるが
（１）
、本稿ではアクセントと深い関わりを持つ「語彙」に焦点をあてる。〈学習メモ〉
の「語彙」の延べ語数は1380語で、筆者の判断によって表（１）のような５つのブロックに分け
られる
（２）
。本稿は、ブロック２のうち、アクセント関係の箇所のみを考察対象とする。
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　ブロック２の「自力ではなかなか知り得ない学習ポイント」とは、学習者が教師側の指導（ネ
イティブの指摘）なしには間違いに気づくことが難しいポイントのことを指す。具体的には「ア
クセント（83語）」のほか、「言語間のずれ（34語）」「日本語内部の選択（38語）」「気になる現象
（24語）」の４つの下位区分が含まれている
（３）
。ブロック２全体（209語）の中では、「アクセント」
が問題であった語数が特に多く、学習に教師の手助けを要する項目の１つであることが分かる。
ここでアクセントの箇所のメモの一部を次の図（１）（２）に示す
（４）
。
 
 
３．考察
　筆者は中国の大学で日本語を専攻し（1997年９月～2001年６月）、2002年４月に来日した後、
愛知県小牧市で二年間を過ごした。その後2004年４月から2011年５月まで京都市で生活を送り、
2011年６月から東京に居を移し、現在に至る。〈学習メモ〉におけるアクセントの箇所は、来日
後の実際の会話の中で、日本語話者の知人に指摘してもらい、その場で記したものである。従っ
て、〈学習メモ〉のアクセントの箇所はほとんど産出関係のものと見なすことができる。なお、
筆者は来日前に中国でアクセント表記の読み方は習ったものの、体系的な日本語のアクセントの
指導は受けていない。
　以下、この〈学習メモ〉を手掛かりに、アクセント学習において必要とされるものとして「ネ
イティブ教師の手助けを要するもの」と「学習者側による負の転移に対する自覚」とに分けて述
表１　〈学習メモ〉の語彙区分
ブロック 詳細 小計
1 間違えやすいポイント 132
2 自力ではなかなか知り得ない学習ポイント 209
3 語彙の形態的特徴により学習が困難な語彙 397
4 語彙の使用領域により学習が困難な語彙 472
5 その他（語彙そのもの以外が問題であった場合） 170
　 合計 1380
図１　アクセントの箇所のメモ（１） 図２　アクセントの箇所のメモ（２）
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べることとしたい。具体例は見出し語・［　］・（　）の順に示す。用例の見出し語は実際のメモ
通りに提示する。［　］の中は、実際に日本語母語話者に教えられた正しいとされるアクセント
である。アクセント辞書の記述と一致しないものも含まれるが、〈学習メモ〉の表記をそのまま
示すと同時に、注において世代差や地域差によるアクセントのゆれについて言及する。これに対
して、（　）には実際筆者が当時発音したアクセントを〈　〉内に示し、メモを取った年を付した。
そして、「中級前半」等のレベル判定は、日本語学習辞書支援グループ（2015）「日本語教育表」
（Ver1.0、2015年２月25日取得）での判定基準を援用したものである
（５）
。
３－１　ネイティブ教師の手助け（指導等）を要するもの
３－１－１　和語
　和語のアクセントに関する問題点の１つにアクセントの山を作りたがるという傾向が挙げられ
る。従来の研究では、後ろから２番目「（－２型）の音節」について言及されることが多かった
が（蔡1983、楊1993、尤2002、劉2009）、それ以外の場合も少なくない。具体的には以下の用例
の〈　〉内下線で示されたように、本来「平板式」で発音すべきところを「起伏式」で発音して
しまうという傾向のことである。
　　（１）くすだま［低高高高］（〈低高高低〉、2006）
　　（２）こえる［越える　低高高］（〈低高低〉、2005、中級後半）
　　（３）ささくれ［低高高高］（〈低高低低〉、2006）
　　（４）でかける［出かける　低高高高］（〈低高高低〉、2008、初級後半）
　　（５）（いった）だけ［言っただけ　低高高高高］（〈低高高高低〉、2005）
　また、後述するように、補助動詞や助動詞等の後続要素が下接する場合、アクセント型が変わ
るというルールを知らなかったがためにアクセントを正しく産出できない場合も多々ある。例え
ば、筆者は辞書形の「溶ける」のアクセントは［低高低］であることを知っていた。しかし、メ
モを確認すると（６）のように辞書形にタ形が付いた［溶けた］を〈低高高〉で発音していたこ
とが分かる。
　　（６）とけた［溶けた　高低低］（〈低高高〉、2014、中級後半）
　なお、正しいアクセントの変化については図３で示す。
 
　そして、３節で述べるように、二つ以上の語が複合語を構成する場合、その全体を一括りにし
てアクセントを調整しなければならない（便宜的に、以下「一語意識」と称する）。この「一語
意識」に関しては、筆者は最初に漢語について教わっていたため、漢語の複合語についてはある
図３　金田一監修（2015：628）
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程度意識的にアクセントを調整することができた。一方、（７）～（10）のような和語の場合は、
「一語意識」を実践できていなかったと見なさざるを得ない。難易度は低いこれらの和語のアク
セント［こう　高低］［そう　高低］［それ　低高］［なり　高低］［どう　高低］［でも　高低］［い
い　高低］を習得していながら、それらが複合形式の一部として用いられる場合、そのアクセン
トに対する調整が行われていなかった。
　　（７）こう（いった）［こう言った　低高高高高］（〈高低低低低〉、2005、初級後半）
　　（８）そう（いった）［そう言った　低高高高高］（〈高低低低低〉、2005、中級前半）
　　（９）それなりに［低高高高高］（〈低高高低低〉、2005）
　　（10）どう（でもいい）［低高高高高低］（〈高低高低高低〉、2005、初級後半）
　このほか、筆者自身の誤った類推によって共通語とは異なるアクセントを産出する場合もあっ
た（便宜的に「誤推測」と称する）。「だらだら」「ぽかぽか」のように日本語のオノマトペには
アクセント辞書記述で「高低低低」型のアクセントが多く見られる。ただし、実際にはこのタイ
プの語の３拍目が、２拍目よりやや聞こえるゆえに、筆者は「高低高低」と認識してきた。その
ため、筆者は（11）に見られる「こなごな」も〈高低高低〉で発音していたのである
（６）
。
　　（11）こなごな［粉々　低高高高］（〈高低高低〉、2014、中級後半）
３－１－２　カタカナ語
  中国語を母語とする日本語学習者にとって、カタカナ語の習得は非常に難しいということはし
ばしば先行研究において指摘されてきた。その要因の１つとして、カタカナ語のアクセント学習
の難しさが考えられよう。筆者の〈学習メモ〉からは、まず、カタカナ語のアクセントを頭高型
で発音する傾向が指摘できる
（７）
。
　　（12）クレーター［低高高高高］（〈高低低低低〉、2006、上級前半）
　　（13）フリーズ［低高高高］（〈高低低低〉、200
（８）
8）
　　（14）ベクトル［低高高高］（〈高低低低〉、2014、上級前半）
　　（15）メンチ（を切る）［低高高］（〈高低低〉、2014）
　　（16）ユニクロ［低高高高］（〈高低低低〉、2006）
　　（17）レスポンス［低高高高高］（〈高低低低低〉、201
（９）
4）
　また、その逆の場合も確認できる
（10）
。
　　（18）アイフォーン［高低低低低］（〈低高高低低〉、2014）
　　（19）イニシアル［高低低低低］（〈低高高高高〉、2006）
　　（20）シラバス［高低低低］（〈低高高高〉、2014）
　　（21）ハード［高低低］（〈低高高〉、2014、中級後半）
　　（22）ミネラル［高低低低］（〈低高高高〉、2006、上級前半）
　そして、アクセントの山を作りたがるという傾向は和語のみならず、カタカナ語においても確
認できる。
　　（23）ミサンガ［低高高高］（〈低高低低〉、200
（11）
8）
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３－１－３　同表記の語
　教育現場では［雨　高低］と［飴　低高］、［箸　高低］と［橋　低高］のように、アクセント
の差で意味を区別する必要がある語彙の指導が行われている。仮名で表記すると同表記になるペ
アの語彙は、学習者にとってアクセント学習の難点の１つである。これは体言に限らず、用言等
も含まれる。
　　（24）せんにん［低高高低］（仙人、2014、中級後半）
　　（25）せんにん［高低低低］（千人、2014）
　　（26）ちゅうこ［低高高］（中古品の「中古」、2014）
　　（27）ちゅうこ［高低低］（時代別の「中古」、2014、中級後半）
　　（28）ネット［低高高］（「インターネット」の意、2014、中級前半）
　　（29）ネット［高低低］（「網」の意、2014、中級前半）
　　（30）いっぱい［低高高高］（感謝の気持ちでいっぱい、2014、初級後半）
　　（31）いっぱい［高低低低］（一杯、2014、初級後半）
　　（32）かえる［変える　低高高］（2014、中級前半）
　　（33）かえる［帰る　高低低］（2014、中級前半）、
　　（34）はれる［腫れる　低高高］（2014、中級後半）
　　（35）はれる［晴れる　低高低］（2014、初級後半）
　具体的な場面や文脈によってコミュニケーションに支障を来すまでには至らないが
（12）
、日本語母
語話者と自然にコミュニケーションをとるための重要な要因のひとつであることは間違いなかろ
う。
　ただ、同表記でアクセントを区別できないのは辞書形（さらに言えば辞書の見出し語）の問題
だけによるものではない。助動詞や補助動詞が下接する場合の「東京アクセントの習得法則」（金
田一監修2001）の指導も考え合わせる必要があると思われる。なぜならば（36）～（40）に示し
たように、他の要素なしに動詞１つで質問する場合、コミュニケーションに一時的な支障をもた
らすことも考えられるからである。
　　（36）かつ［勝つ　高低］（2005、中級前半）
　　（37）かった［勝つ　高低低］（2014、中級前半）
　　（38）かった［買う　低高高］（2005、初級前半）
　　（39）なれる［慣れる　低高低］（2014、中級前半）
　　（40）なれた［慣れた　高低低］（2014）
３－２　学習者側による負の転移に対する自覚
３－２－１　声調の影響
　中国語には四声（しせい：１声、２声、３声、４声と区別される四つの声調）があることは周
知の通りである（「軽声」を追加する場合もある）。中国語の声調と日本語のアクセントとの間に
絶対的な相関がないことはすでに指摘されている
（13）
。従って、漢字を伴う語のすべてにおいて声調
（ 36 ）
の影響が認められるというわけではない。しかし中国語母語話者には、声調の影響による日本語
のアクセントへの負の転移があること、そして一定の傾向が認められることも確かである。まず
一点目に、４声
（14）
の漢字（二字漢語の場合は最初の漢字
（15）
）を伴う場合は頭高型で発音されやすい傾
向が確認できる。
　　（41）各国［低高高高］（各国〈高低低低〉、2005、中級前半）
　　（42）機嫌［低高高］（气嫌〈高低低〉、2006、中級前半
（16）
）
　　（43）視点［低高高］（视点〈高低低〉、2014、中級前半）
　　（44）踏襲［低高高高］（踏袭〈高低低低〉、2014、上級後半）
　中国語の４声は、カラスの鳴き声「カー、カー」のようにイメージすることができる。頭高型
のように、一拍目の後に音調の急激な声の高さ（ピッチ）の変化―下がり目―を伴うことを考え
合わせれば、このタイプの負の転移が予測されよう。中国語の４声の影響を受けて頭高型で発音
してしまう可能性が高いのである。この影響は漢語語彙のみならず、漢字表記を含む一部の和語
についても起こりうる。
　　（45）さが［性　低高
（17）
］（性 〈高低〉、2006）
　　（46）やせた［痩せた　低高高］（瘦 〈高低低〉、2014、中級前半
（18）
）
　和語の場合は、その日本語の意の中国語訳の漢字を連想して負の影響を及ぼす可能性もある。
例えば、（47）の「消す」・（48）の「空いた」・（49）の「疲れる」はそれぞれ中国語で「灭」「饿」
「累」と訳される場合がある。これらはいずれも４声である。
　　（47）けす［消す　低高］（灭〈高低〉、2006、初級後半）
　　（48）すいた［空いた　低高高］（饿〈高低低〉、2008、初級後半）
　　（49）つかれる［疲れる　低高高低］（累〈高低低低〉、2014、初級後半）
　中国語訳を連想して誤った発音をするという事実は少数ながら、カタカナ語においても確認で
きる。（50）の「イタリア」の中国語訳は「意大利」で、最初の漢字「意」は４声である。
　　（50）イタリア［低高高高］（意大利〈高低低低〉、2006、初級後半）
　ここではさらに以下の２例に注目しておきたい。
　　（51）なれる［慣れる　低高低］（惯〈高低低〉、2005、中級前半）
　　（52）なれてきた［慣れてきた　高低低低低］（惯〈低高高低低〉、2005）
　（51）の「なれる」の漢字表記の１つは「慣」である。中国語では「惯」は４声であるため、
筆者は当時「なれる」を〈高低低〉で発音してしまった。ただ、前節で述べた通り、（52）のよ
うに補助動詞が下接する際に、アクセントが変わる場合があることはやはり学習時の難点となる。
　二点目の傾向として、中国語で２声で発音される語に関しても頭高型で発音されやすいことを
指摘することができる。２声は、驚いた時に「えっ」のように、音調の急激な声の高さ（ピッチ）
の上昇を伴う。音調的な「上がり目」と「下がり目」とにおいては、２声と４声は対極にある。
しかし、音調の急激な声の高さ（ピッチ）の変動があるという点で両者は一致している。日本語
で２声の漢字（二字漢語の場合は最初の漢字）を伴う場合もこの影響を受けて頭高型で発音され
る傾向が認められる。また、４声の場合と同様、漢語語彙のみならず、和語とカタカナ語の場合
（ 37 ）
も中国語の声調の影響を受けることがある。
　　（53）はなぢ［鼻血　低高高］（鼻血〈高低低〉、2005、中級前半）
　　（54）こぶ［瘤　低高］（瘤〈高低〉、2014、上級前半）
　　（55）モナリザ［低高高高］（蒙娜丽沙〈高低低低〉、2006）
　ただし、（56）のように「绵」が２声であっても頭高型で発音されない例もある。２声の場合
は４声の場合に比べて頭高型で発音されるのは緩やかな傾向であるとも考えられる。
　　（56）綿棒［高低低低］（绵棒〈低高高高〉、2014、上級前半）
　そして、三点目に中国語で１声と３声の漢語の場合（二字漢語は最初の漢字）、日本語の一拍
目を低く発音する傾向があることを指摘できる。１声は、相手の話に対してさほど興味を持たな
い時に発する「ふ～ん」というイメージである。これに対し、３声は、相手の主張に全く納得で
きない時に発話する「は～～」に近いトーンで、緩やかに一旦下がってまた緩やかに上がるとい
う音調変化を伴う。３声の場合、音調の変化を伴うものの、４声と２声のような急激なものでは
なく、寧ろ１声と同じグループに区分することができる。この点が１声と３声の場合、日本語の
一拍目が低く発音される誘因の１つと推測される。
　具体的には１声の場合、以下の用例が挙げられる。（60）（61）のように、中国語訳の漢字を連
想しての影響が認められる例も見受けられる。
　　（57）空虚［高低低］（空虚〈低高高〉、2004、上級前半）
　　（58）商人［高低低低］（商人〈低高高高〉、2014、中級後半）
　　（59）当番［高低低低］（当番〈低高高高〉、2014、中級後半）
　　（60）はだ［肌　高低］（肌〈低高〉、2014、中級前半）
　　（61）ヘンゲル［高低低低］（恩格尔〈低高高高〉、201
（19）
4）
　一方、３声については（62）のように和語に漢字を含む例と
（20）
、（63）のように中国語訳を連想
する例が挙げられる。
　　（62）のむ［飲む　高低］（饮〈低高〉、2014、初級前半）
　　（63）なんじ［何時　高低低］（几点〈低高高〉、2005）
　勿論個別事例として考える必要があるものもある。例えば（64）にある「本」は、本来中国語
では３声でありながら、日本語では一拍目が高くなっている。
　　（64）本音［低高高］（本音〈高低低〉、2005、中級後半）
　これは初級語彙の「本［高低］」の影響を受けたものであり、必ずしも前述の例には当てはま
らない。
３－２－２　中国国内での英語学習の影響
　中国国内での英語学習が日本語のカタカナ語のアクセント産出に負の影響を与える場合も見受
けられた。具体例として以下の３例が挙げられる。いずれも中高の英語テストで出題されそうな
さほど難易度の高くない英単語である。
　　（65）アイランド［高低低低低］（ISLAND〈低高高高高〉、2006）
（ 38 ）
　　（66）データ［高低低］（data〈低高高〉、2014、中級後半）
　　（67）ノーマル［高低低低］（normal〈低高高高〉、2014、中級後半）
３－２－３　近畿方言
　方言学習の必要性の有無についてはひとまず置き、日本国内でも滞在先によって学習者は多か
れ少なかれその地域の言葉の影響を受けることがある。アクセントもその影響の一つである。筆
者自身は長く関西地方に滞在していたため、アクセントを含め近畿方言の影響をかなり強く受け
ている。具体例を挙げると以下の通りである。
　　（68）いぼ［疣　高低］（〈低高〉、2003、上級後半）
　　（69）くつ［靴　低高］（〈高低〉、2014、初級前半）
　　（70）服［低高］（〈高低〉、2014、初級後半）
　このうち、日常生活と深く関わる「靴」「服」のアクセントが近畿方言の影響を受けたものを
示す好例である。また、（71）～（74）は、使用頻度が高い指示詞や疑問詞も近畿方言の影響を
受けやすいことを物語っている。
　　（71）いつ（までも）［高低低低低］（〈低高高高高〉、2005、初級前半）
　　（72）どれ（も）［高低低］（〈低高高〉、2005、初級前半）
　　（73）どんな（ときでも）［高低低高低低低］（〈低高高低高低低〉、2005、初級前半）
　　（74）なにさん［何さん　高低低低］（〈低高高高〉、2014〉）
　次の「ただ」と「みたい」も使用頻度の高い語と言えよう。
　　（75）ただ［高低］（〈低高〉、2005、中級前半）
　　（76）みたい（に）［高低低低］（〈低高高高〉、2005）
　とりわけ、（77）のように京阪式の「なんで」のアクセントにそのまま「だろう」を続けるこ
とによりかなり特異なアクセントをもたらす場合もある。
　　（77）なんでだろう［高低低低低低］（〈低高高高低低〉、2014）
３－２－４　再び「一語意識」について
　「一語意識」については３－１－１節で簡単に触れたが、ここでもう一度取り上げたい。２つ
以上の語が複合する場合、全体のアクセントが変わるということを、筆者が最初に教わったのは
中国で日本語を習い始めた頃であった。それは自己紹介する際に用いられる、出身校名の「河北
大学」という語のアクセントに関してだったと記憶している。そのため、漢語の複合形式に関し
てはこの点を強く意識して発音してきたつもりであった。
　　（78）海外旅行［低高高高高低低］（2005）
　　（79）国際交流［低高高高高低低低］（2005）
　　（80）自意識過剰［低高低低低高高］（2005）
　しかし、（81）のように訓読みを含む語による複合形式の場合、全体のアクセントの調整をう
まく行えていない場合が多く見受けられる
（21）
。例えば、（81）の「白黒」という語は、「白黒をはっ
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きりさせる」という慣用句で使われる場合を除いては、「低高高高」で発音されるのが一般的で
あろう。この場合、日本語の「白黒」は一語として認識されているのである。筆者が〈高低高低〉
で発音していたのは、中国語における「白」「黑」に対する一語意識が日本語と異なることに起
因するものと考えられる。なぜならば、中国語では「白（色）」「黑（色）」がそれぞれ日本語の
それに比べて一語として強く認識されやすいからである。
　　（81）しろくろ［白黒　低高高高］（〈高低高低〉、2014、中級後半）
　このように、訓読みを含む語を伴う場合、複合形式と分かっていても、ついつい個々の構成語
のアクセントを並べて発音してしまい、複合形式の場合において全体のアクセントの調整がうま
く行えなくなる。特に拍数が増えれば増えるほどこの傾向が強く見受けられるのである。
　　（82）ひとつひとつ［一つ一つ、低高高高高低］（〈低高低低高低〉、2005、中級前半）
　　（83）ふたつへんじ［二つ返事　低高高高低低］（〈低高低高低低〉、2006）
４．結び
　本稿は筆者自身の〈学習メモ〉を手がかりに質的分析を行い、アクセントの学習においてネイ
ティブ教師の手助けを要する場合と学習者自身が中国語等からの影響を自覚する必要がある場合
とに分けて、その概要を述べた。前者については、学習目的に応じた種々の教材でアクセント記
号を提示するほか、同形異アクセントについても取りあげるのが効果的であると考えられる
（22）
。勿
論、単語ごとのアクセントの提示が従来型の指導にないわけではない。特に中国の場合、磯村
（2001）が指摘しているように、アクセント表記が付されている教材は８割以上にも上る。しか
し、中国語を母語とする学習者がなかなか日本語アクセントを習得できないのは、個々の語のア
クセントを提示するのみでは不十分であるということを物語っていよう。ノンネイティブ教師に
はアクセントに関する知識が不足していると感じる人が多く、実際のところアクセント指導はネ
イティブ教師に多くを委ねるしかないのが現状である
（23）
。
　こうした負のスパイラルから脱却するためには、アクセント核・アクセント型・「一語意識」・
後続要素の付加によるアクセントの変化といった学習者にとって必須のアクセント知識の一部を
教材の中に体系的に取り入れていく必要があろう
（24）
。散発的なアクセント指導ではなく、継続的且
つ体系的なアクセント指導が求められる。一方、後者の負の転移については、指導内容として語
彙シラバスに反映されにくいため、現段階においてこれといった解決策を提示できない。しかし、
筆者自身の学習経験からすれば、無論個人差を考え合わせる必要はあろうが、学習者（とりわけ
上級以上でニア・ネイティブレベルを目指そうとする場合）は、中国語等からの影響の存在とそ
の内容を把握した上で学習者自身によって能動的に語彙を学習することが必要であると考える。
  最後になるが、学習者にとっての必要な日本語アクセントとは、そもそも何かについても再度
確認したい
（25）
。以下の４例を参照されたい。それぞれ、（75）（18）（41）（66）の再掲である。
　　（84）ただ［高低］（〈低高〉、2005、中級前半）
　　（85）アイフォーン
（26）
 ［高低低低低］（〈低高高低低〉、2014）
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　　（86）各国［低高高高］（〈高低低低〉、2005、中級前半）
　　（87）データ［高低低］（data〈低高高〉、2014、中級後半）
 
 
　（84）の「ただ」は、「高低」で発音すれば東京式アクセント、「低高」で発音すれば京阪式ア
クセントというように、東西のアクセントの差がはっきりしている。一方、（85）の「アイフォー
ン」のように、日本語母語話者であっても、いわゆる標準語のアクセントが判定できないものも
ある。また、（86）の「各国」〈高低低低〉と（87）の「データ」〈低高高〉は共に筆者が実際の
発話でネイティブにその場で指摘してもらい、手帳にメモ書きをしたものであるが、『新明解日
本語アクセント辞典』（図４・図５）を確認しても分かるように、両方ともアクセント辞書に収
集された用例に含まれている。このように、日本語学習者にとって習得が必要なアクセントとは
何かについての議論がまた別に必要であろう。
　実際のアクセントの指導の道のりはまだまだ遠いと言わざるを得ない。しかし、ネイティブ教
師側と学習（経験）者側とが、それぞれの経験と知識を持ち寄り、よりよいアクセント教育を構
築していくことが望まれよう。
注
（１）詳細は劉（2015a、2015b、2016b）を参照されたい。
（２） ブロック１と２については劉（2017）、ブロック３と４は劉（2016b）、ブロック５は劉（2016a）
をそれぞれ参照のこと。
（３） 「言語間のずれ」とは「慣用句」等日中両言語間における言い方のずれである。これに対し、
「日本語内部の選択」は類義語に代表されるような文脈や場面によって選択を求められる
語のことである。そして、「気になる現象」にはサ変動詞における「漢語」と「する」の間
に助詞ヲを挿入するか否か等、筆者が当時気になった様々な言語現象が含まれている。詳
しくは劉（2017）を参照されたい。
（４） 当時、筆者は平板型と尾高型との区別を正確に把握しておらず、その場で取ったメモ書き
である。そのためアクセントの表記は必ずしも正しいとは限らない。
（５） この語彙リストの特徴は５名の匿名の日本語教師による難易度の判定が施されていること
が挙げられる。具体的には「初級前半」「初級後半」「中級前半」「中級後半」「上級前半」「上
級後半」の６段階に区分される。一方、学習メモは、筆者が旧日本語能力試験１級を取得
図４　金田一監修（2015：166） 図５　金田一監修（2015：592）
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して４年後に取ったものであり、上級以上でさらに上のレベルを目指すためのものと見な
すことができる。筆者による一連の研究で既に発表したように、学習メモには、難易度が
初級中級と判定された語である場合が多く見受けられる。つまり、上級以上に達していても、
初級中級レベルの語の学習になお問題があるということである（劉2017）。中でも、本稿で
扱うアクセントはその要因の１つである。
（６）奥野（2014：30）でいう「中間言語」の一例として扱うことができる。
（７） 中国語を母語とする日本語学習者が、様々な場面で頭高型を産出しがちとする指摘は、多
くの先行研究において確認できる。
（８） 金田一監修（2015：800）の見出し語表記では「低高低低」とある。ここでは「パソコンが
フリーズする」の時の該当箇所であったと考えられる。
（９） 金田一監修（2015）に収録されていない語である。NHK放送文化研究所編（2016：1457）
では「レ＼スポンス」とあるが、複数の20～30代の日本語母語話者に確認したところ、「低
高高高高」というアクセントがほとんどであった。世代の差を考え合わせる必要もあろう。
（10） 現段階では、この対立する２つのタイプのアクセントが産出された要因を見出すことがで
きない。
（11） 金田一監修（2015）に収録されていない語である。複数の日本語母語話者に確認したところ、
「低高低低」が一般的なアクセントのようである。
（12） バレーボールのネットを張る時に、筆者がネットを〈低高高〉で発音したため、チームメ
ンバーに「ネット（低高高）をどうやって持ってくるの？」とからかわれたことがある。
（13）侯（2005：145）。
（14）「四声」（しせい）と区別するため、「よんせい」を「４声」で表記する。
（15） 漢語のアクセントに関する先行研究及び、日本語全体における漢語アクセントの傾向につ
いては塩田（2016）に詳しい。
（16） 図（２）を確認すれば分かるように、筆者は当時「機嫌」の漢字を「気嫌」と勘違いして
いたことが分かる。最初の漢字「気」は中国語では４声である。
（17） ここでは関西出身の友人に教わったアクセントを学習メモ通りに示すが、金田一監修（2015）
では「高低」と表記されている。
（18） 中国語の影響のほか、近畿方言の影響も考慮に入れる必要があると思われる。（20）「シラ
バス」、（48）「すいた」、（60）「肌」、（62）「のむ」についても同じである。
（19）見出し語は正しくは「エンゲル（係数）」である。
（20）「何時」は厳密に言うと混種語と考えるべきである。
（21） 筆者は、最近（2016年）「上書き保存」を〈低高高高高高高〉で発音していることを日本語
母語話者に指摘された。
（22） 磯村（2016：54）は「日本語においては、文の韻律には単語ごとのアクセントが深く関わっ
ており、日本語非母語話者が文の韻律を適切に実現するためには、単語のアクセントを理
解したうえで、アクセントに合わせた韻律の実現が必要となる。」と述べている。筆者も同
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様な立場である。
（23） 近年、凌（2015）のような音声教育専門の教材もあるが、実際に指導できるのは、音声教
育を専門とするごく一部のノンネイティブ教師に限られる。
（24） 従来の研究では、中国語を母語とする日本語学習者は「連母音」や「特殊拍」に核を置く
といった教育指針につなげられそうな研究成果（情報）がある。これらの研究が、教材開
発に未だ活かされていないのが極めて残念である。
（25） 「一語意識」に関しても、教育現場では「一度下がったら二度と上がらない」という呪縛が
ある。塩田（2016b）の指摘通り、実際のアクセントはそれに当てはまらない場合も多々
ある。
（26） 一般的には東では［高低低低低］、西では［低高高低低］と発音される傾向がある。「くま
もん」のアクセントが「高低低低」なのか「低高高高」なのかについても議論されること
がある。
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